
GUIGLA KATSARAVA

ギグラ　カツァラヴァ


旧ソ連邦ジョージア（グルジア）生まれ、チャイコフスキー
記念国立モスクワ音楽院でゲンリッヒ・ネイガウスの弟子レ
フ・ナウモフに師事、卒業時最高位のクラスヌイ・ディプロ
ムを受賞、その後ドイツ、ヴァイマル・フランツ・リスト音
楽大学でラザール・ベルマンに師事、卒業時最高位のコン
サート・ディプロムを取得、同時にパリ国立高等音楽院第三
課程を修了。2001年よりパリ・エコール・ノルマル音楽院 ソ

ロ・ピアノ科教授を21年間務める。これまでクラスからマルタ・アルゲリッチ、ポール・ 

バドゥラ=スコダ、シプリアン・ カツァリスなどが審査員を務める卒業試験で首席演奏者
を輩出している。また、多くの教え子は国際コンクールでも優秀な成績をおさめて、現在
国際的なピアニストとして活躍中。教育学の点では、幾多の文献を通じて歴史的背景を反
映させつつ、生徒が興味を抱く指導方法を探求している。現在、東京音楽大学ピアノ科特
任教授。

 

これまで、L. Naumov（レフ・ナウモフ）、L. Berman（ラザール・ベルマン）、T. 

Amiredjibi （テンギーズ・アミレジビ）、G. Fremy（ジェラール・フレミー）から直々に
教わる。その結果、 ロシアとヨーロッパにおける５つの主要な学校、Heinrich Neuhaus

（ハインリッヒ・ノイハウ ス）、Konstantin Igumnov（コンスタンチン・イグムノフ）、
Alexander Goldenweiser（アレ クサンダー・ゴールデンヴェイゼル）、Vladimir Sofronitsky

（ウラジミール・ソフロニツキー）、 Yves Nat（イヴ・ナット）の学校の良き伝統を継承。
すなわち、全ての欧露音楽に精通してい る。 ラザール・ベルマンに師事したことから、
アレクサンドル・スクリャービンのピアニズムに興味と愛着を持っている。 


 

世界中のマスタークラスに招待されており、フランシス・プーランク国際アカデミー、フェ
スティバル・アカデミー、ピアノ・ピック国際アカデミー、パリ・ヤマハ・アーティスト
サービス・ ヨーロッパ、 ヴァルディゼール音楽アカデミー(以上フランス) 、ウェーバー州
立大学、パフォーミン グアート(USA、ユタ州)、ポルトアレグレ大学、リオデジャネイロ
大学(以上ブラジル)、バルセロナ・ピアノアカデミー(スペイン)、ポルト国立高等音楽学校
(ポルトガル) など多数。

各国で開かれる国際コンクールの審査にも招かれている。フランシス・プーランク国際ピ
アノコンクール（フランス）、聖チェチェリア国際コンクール（ポルトガル）、ラフマニ
ノフ国際ピアノコ ンクールJAPAN審査員長、マグナス国際ピアノコンクール（リトアニ
ア）等、世界各地で国際コンクールの審査員を務めている。




 

演奏家としての活動は、東西ヨーロッパを中心に、アメリカ、日本、韓国、ベトナム、イ
スラエル、ブラジルなどで数多く のリサイタル、室内楽、オーケストラとの共演を行って
いる。

 これまでに、イエナ・フィルハーモニー(ドイツ)、アバディーン・フィルハーモニー(ス
コットランド)、マケドニア国立フィルハーモニー、ジョージア国立フィルハーモニー、ベ
トナム国立交響楽団、 ポルト・アレグレフィルハーモニー(ブラジル)などと共演。 ミュン
ヘン王宮レジデンス、エッセン劇場、ベルリン・ドイツ銀行アトリウム(以上ドイツ)、 エ
ルサレム・ミュージックセンター(イスラエル)、モスクワ・チャイコフスキー大ホール(ロ
シア)、 国立トビリシ音楽院ホール（ジョージア)、横浜みなとみらい、ヤマハホール、豊
洲シビックセンターホール(以上日本)、オペラ・ハノイ(ベトナム)、セシリア・ メイレレ
スコンサートホール・リオデジャネイロ(ブラジル)、カサ・ミラ(スペイン)、アンヴァ
リッド軍事博物館講堂、サル・コルトー、 ランス大講堂、コルマール市立劇場(以上フラ
ンス)等でソロリサイタルを行う。 また、モンペリエ・ラジオフランス・フェスティバ
ル、ピアノ・リオム、ピアノ・ピック、サントメール音楽祭、ランス・フラヌリ音楽祭、
アベイ・ラ・プレ音楽祭、ショスタコーヴィチ・フェス ティバル・パリ(以上フランス)、
ヨーロッパ音楽祭(ポーランド)、ピアノ・ア・サン=トュルザンヌ (スイス)、カーメル祭
(イスラエル)、ボンヌヴィル室内楽音楽祭(アメリカ・ユタ州) 等、数多くの国際音楽祭に
招待される。

 

これまでに、Gérard Poulet（ジェラール・プーレ ヴァイオリニスト)、Michel Michalakakos 

（ミッシェル・ミカラカコス ヴィオリスト)、Philippe Muller（フィリップ・ミュラー チェ
リスト)、アルペジオーネ四重奏団などを始めとする、数々の国際的器楽奏者と共演。中
でも、ヴィクトール・ユズールと共演したプロコフィエフのチェロソナタは、アメリカパ
ブリック国立ラジオ番組Performance todayに選出された。


 

ディスコグラフィー:


・Récital. Prokofiev、Rachmaninov、Scriabine 2000年 発売


・Récital. Liszt、Chopin、Brahms、Mendelssohn 2003年 発売


・Claude Pascal. Musique de Chambre / XXè Siècle 2003年 発売 ジェラール・プーレ (ヴァイ
オリン) 音楽誌 lLe Monde de la Musiquezで4つ星 評価を得る


・A.Scriabin, K.Szymanowski, K.Zaborov 2009年 発売


・Sergei Rachmaninov, Sergei Prokofiev Cello sonatas 2017年 発売 ヴィクトール・ユズール
(チェロ) IsoMike Recording(USA)


